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『昨日、悲別（かなしべつ）にて』というテレビドラマを覚えているでしょうか？ 

YouTube 含め DVD などでは一切映像を見ることができません。このドラマをご覧にな

った方はいろいろな思いをもって観ていたかと思います。1984 （昭和 59）年、日本テレ

ビ系列で放送されました。物語の舞台は歌志内市、上砂川町、そして東京です。「悲別」駅

というドラマに出てくる架空の駅は上砂川駅です。そしてこのコラムで前回書いた歌志内市

の「悲別ロマン座」もロケ地として注目されました。 

番組冒頭の詩がとても印象的です。この詩は、悲別ロマン座前の記念碑に描かれています。 

 

昨日悲別で 

少年が生まれ 

今日悲別で 

少女と出逢った 

昨日悲別に 

小さな灯がともる 

「昨日、悲別で」 

倉本聰 

（悲別ロマン座公式 HP より） 

 

悲別で生まれた若者たちは、既に炭鉱も無くなり、上京する者もいれば悲別に残る者も。

彼らの心の交流を描いた作品です。主なキャストは天宮良、石田えり、村田香織、布施博な

ど。大滝秀治も出演しています。原作は古本でたまに見かけます。私が持っているのは「倉

本聰戯曲全集２『昨日、悲別で/今日、悲別で』」2017 年刊（新日本出版社）です。この作

品は舞台でも演じられており、その脚本になっています。 

主題歌は『22 才の別れ』かぐや姫です。この曲は 1974 年発売した『三階建の詩』とい

うアルバムに『なごり雪』と共に入っています。この２曲はメンバーの伊勢正三（正やん）

が初めて作詞作曲した曲としてフォークファンなら誰でも知っていますよね。そして日本の

フォークソング定番として今日も歌われています。かぐや姫はこのアルバムを出して解散。

正やんは猫というフォークグループにいた大久保一久とフォークデュオ風を結成し、『22

才の別れ』をデビュー曲として発表します。このシングル盤が爆発的にヒットしました。私

はリアルタイムでヒットした瞬間を目撃し、きっと 10 代の頃、一番ギターを弾いた曲かも

しれません。ギターコードは３カポ Em。正やんは Em がとにかく好きだとラジオで語って



います。 

『昨日、悲別にて』で主題歌となったのは曲が発表されてから 10 年ほど経過していたの

で、私には当時「なぜ、今なの？」という漠然とした違和感がありました。 

しかし、最近になって戯曲と曲の歌詞を熟読した結果、およそ 40 年ぶりに違和感が無く

なり、むしろ合っているなと感じるようになりました。 

 

前回のコラムで紹介した歌志内学園から上砂川町図書室までバスで 14 分ほど。歩けない

こともないですがクマ多発地域も通るのでお勧めしません。札幌から向かう場合、旭川方面

へ向かう特急で砂川駅下車。徒歩 5 分砂川市立病院を通る「歌志内線」というバスに乗車

すると、18 分で上砂川町図書室が入っている上砂川町民センターに到着します。役場の前

なのですぐにわかります。砂川から 7.3km という短い上砂川線は、1994 （平成 6）年廃

止となります。この終点の駅が上砂川駅であり悲別駅です。駅舎や一部線路も残して現在の

場所に移設され、当時と 90 度向きを変えて保存されています。図書室から徒歩 10 分ほ

ど。人口は約 2,200 人。 

 

図書室はとてもこじんまりとしていますが、常勤スタッフが２名います。図書室の扉を開

けると新着やミニ展示で利用者を迎えます。『昨日、悲別にて』の展示や催しなど開催した

いという意向が役場内で一部あるようですが、1984 年の作品なので現役の職員はほとん

ど見たことがないそうです。この図書室で目を惹くのはやはり漫画家・上砂川町ご出身の 

山岸涼子コーナーではないでしょうか。上砂川 120 年・開町 70 年記念事業 山岸凉子ト

ークショーとして 2019 年 10 月上砂川町体育センターにて行われたのは記憶に新しいで

すよね。首都圏からはるばる参加した方もいました。 

作家・渡辺淳一も上砂川町の出身です。 

 

どういうわけか図書室へ訪問する時間はお昼前後が多くランチは一択！図書室の裏手に

ある思いきり「昭和」を感じるラーメンだるまや。徒歩圏内でランチできるのはここだけ。

でも結構好きな味です。 

 

2026 年 4 月訪問 

加藤 重男  


